
休室のお知らせ
8月11日(木・祝)～16日(火)は、本会ビルが閉館のため休室いたします。
ご理解、ご協力いただきますようよろしくお願い申し上げます。

慢性心不全の患者と医療者では認識にズレが生じていることが多くあるそ
うです。そのため、患者や家族が「こんなはずでは…」と思うことも。
自己管理に欠かせない「セルフモニタリング」について事例で紹介。

「濃厚接触者の痰吸引を行う看護師と介助の看護補助者のPPEが異なる」
「受付職員の手袋交換がされていない」「PPEを着用している＝自分は守
られていると思い標準予防策への意識低下がみられる」
職種や施設ごとに成功した様々な事例での体験を紹介。

『泌尿器Care&Cure uro-Lo』26(1)から連載中

泌尿器科領域の抗がん薬の曝露対策

調薬や投薬の時には個人防護具を身につけているけれど、抗
がん薬投与を受けている患者さんの排泄物はあまり気にしてい
ないかも…。そう思った看護師が泌尿器科腫瘍専門の医師、マ
ニアックな薬剤師にどんどん疑問をぶつけて、曝露対策を解
説！
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『緩和ケア』32

すっきりしない症状まれな症状の
緩和ケア－どこまでやったら合格か？

しゃっくりが止まらない！そんな経験は誰しもあるでしょう。
「医学部ではしゃっくりの止め方は習わない」としながらも、
様々な方法が解説されています。
しゃっくり以外にも下痢や手足のしびれ、味覚障害などにつ

いて専門家が解説。
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『訪問看護と介護』27(4)
特集：心不全 療養者を看る目線と思考と実践

鍵を握るのは看護師からの質問

『インフェクションコントロール』31(7)
特集：コロナ禍で成功した進め方

「コロナ禍での困った！」はこう解決☆

新着雑誌より話題の特集やちょっと気になる記事を紹介します。


